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学校経営基本方針『こころ豊かに、たくましく』～「共に」語り合い、分かち合い、成長する学校～

○三春町青少年問題協議会主催の青少年健全育成標語コンクール入賞
三春町青少年健全育成標語コンクールに三春町から４０１点の標語が寄せられ、本校から４作

品が入選しました。入選作品は、平成３０年１月から、１年間にわたり、１作品ずつ「広報みは
る」に掲載されるそうです。
＜入選作品＞
（３年）「画面より 人の顔見て 対話しよう」今泉ほのか

「手を染めて 後悔しても 戻れない」大澤 茉央
「ありがとう たった一言 伝わるよ」馬場 優希

（１年）「ごめんなさい その一言で 仲直り」佐久間元春
どれも、心に留めたい素晴らしい作品ですね！

○岩江まちづくり協会より表彰
岩江まちづくり協会より、岩江地区文化祭での本校の活躍が認められ

「広報部会長賞」をいただきました。

○福島県算数・数学ジュニアオリンピックで入賞
数学担当の海老原教諭の熱心な指導と生徒たちの頑張りで、本校が優秀学校賞に選ばれました。
個人では、２年の鈴木遼生くんが銅賞（銅メダル）に

輝きました。おめでとうございます。

○スマートフォン、通信型ゲーム機の生活面での影響
三者面談であがった話題で多かったのが、スマートフォンや通信型ゲーム機の件でした。保護

者の悩みとして次のようなものがありました。
・夜１０時を過ぎてもインターネットの通信機能を使い友達と対戦ゲームをやっている。止めさ
せようとすると友達とつながっているから止められないと言われる。
・LINE などの SNS アプリを使い友達とメッセージのやり取りを夜１０時を過ぎてもやっている
ので取り上げようとするが、メッセージを返さないと友達関係が悪くなるからと言われ強く言え
ない。
その他、いろいろあるようですが、このような状況の中、「宿題ができない」「朝起きれず遅

刻する」「授業中、集中できずボーッとしてしまう」など様々な弊害が出ているようです。家庭
内のきまりを守り自立してスマートフォンなどを使っている子もいれば、自制の効かない子もい
るようです。自制できない子は、上の事例のように自分だけでなく他へも悪影響を広げています。
また、神奈川県の殺人事件のように SNS を使い親の知らないところで、凶悪な人間と繋がっ

てしまうこともあります。福島の高校生も被害に遭っており、人ごととは言っていられません。
学校でも、スマートフォンやゲーム、SNS 等について継続して指導したいと思います。家庭内で
も、これを機に、お子様と話し合う機会をもってほしいと思います。
岩江中のすべての子どもたちが将来に繋がる生活を送れるこ

とを願うと共に、未来ある子どもたちが、残酷な被害に遭わな
いためにも・・・

外部作業員の石井さんが育てた菊を学校の玄関に飾っ
ていただきました。色鮮やかな菊に秋を感じると共に心
和ませられます。


